
 
平成 26 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 
教科目名 総合国語 担当教員 大橋崇行 

学年学科 ４年 全学科 前期もし
くは後期 必修 1 単位(学修)  

学習・教育目標 (Ａ－２)２０％ （Ｃ－１）８０％ JABEE 基準１（１）：（ａ）（ｆ） 
授業の目標と期待される効果： 
第３年次までの学習をふまえ、論理的な思考力

にもとづく文章の構成、プレゼンテーション、

議論を中心とした日本語運用能力のさらなる

向上をめざす。具体的には、以下の項目を目標

とする。 
 
① 漢字や語彙についての知識を増やす。 
② 論理的な文章を読解し、理解できる。 
③ 論理的に思考し、それを文章にすること

できる。 
④ 公の場で、適切な日本語を用いてプレゼ

ンテーションをすることができる。 
⑤ 相手の言うことを聞き、自分の主張を展

開して議論をおこなうことができる。 
 

成績評価の方法： 
中間試験 100 点＋期末試験 100 点＋小テスト 100 点＋授業中の課題
100 点＋レポート課題・教室外学修 100 点とし，総得点率（％）によ
って成績評価をおこなう。なお、成績評価に教室外学修の内容が含
まれる。 
達成度評価の基準： 
以下に掲げる各能力について 6 割以上の評価を獲得すること。ただ
し、①、②については授業中に実施する小テストと定期試験、③に
ついては教室外学修のレポート課題、④については授業中に配布す
るプリント類についての学修活動を評価対象とする。 

① 漢字と語彙に関する問題を正確に解くことができる。 
② 論理的な文章の内容を把握し、正確に読み解く問題をとくこ

とができる。 
③ 論理的に考え、それを正確な日本語で文章にすることができ

る。 
④ 自分の意見を適確な日本語を用いて表現し、また、相手の意

見を聞いてそれを検証することができる。 
授業の進め方とアドバイス： 
授業ではプレゼンテーションをする機会や発言を求める機会があるので、積極的に参加すること。また、レポート課
題、授業中に配布する課題については、必ず提出すること。 
教科書および参考書：  
大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法（松本茂他，玉川大学出版，2007,3）を教科書として用
いる。また適宜プリントを配布する。 
授業の概要と予定：前期  教室外学修 

第 １回：授業ガイダンス 小テスト予習 

第 ２回：プレゼンテーションの方法 小テスト予習、プレゼンテーション準備 

第 ３回：評論（１） 小テスト予習、プレゼンテーション準備 

第 ４回：評論（２） 小テスト予習、プレゼンテーション準備 

第 ５回：プレゼンテーション（１） 小テスト予習、プレゼンテーション準備 

第 ６回：プレゼンテーション（２） 小テスト予習、プレゼンテーション準備 

第 ７回：プレゼンテーション（３） 
中間試験の学習 

第 ８回：中間試験 

第 ９回：レポートの書き方 小テスト予習 

第１０回：文章の基本 小テスト予習、文章の書き方についての演習 

第１１回：鑑賞（１）* 小テスト予習、文章の書き方についての演習 

第１２回：鑑賞（２）* 小テスト予習、レポート執筆 

第１３回：評論（３） 小テスト予習、レポート執筆 

第１４回：評論（４） 
期末試験の学習 

第１５回：レポート課題の総括 

期末試験 － 

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など） － 

 


